
1 確かな学力の育成

2 子どもと共に築く学校

3 豊かな心の育成

4 健やかな身体の育成

5 開かれた学校づくり

6 安心・安全な学校づくり

7 教職員の資質向上

学 校 関 係 者 の評 価 学校運営のまとめ

・児童会代表の発表がGIGA端末を上手に使ってわかりやすいプレゼンをすることができていて立
派で、ここまで指導した先生方も素晴らしいと思う。
・昔の片平地区に関心をもって質問してきたのはうれしかった。
・授業の参観では、低学年から徐々に学びが深まっていく様子が廊下の掲示からも伝わってきた。
・低学年からGIGA端末を使っていて感心した。どの教室でも子どもたちが活発に話し合ったり発言
したりしている姿が見られてとても良い雰囲気を感じた。
・児童の学びのために保護者や地域にできることを協力していきたい。
・児童のあいさつが素晴らしく、高学年の児童が低学年の児童にやさしく接しているのが印象的だ。

・昨年度に引き続いて学校評価アンケートは、ほとんどの項目に9割の肯定的な評価をいただいていることはありがたく感じる。
一方で、Formを使ったアンケートにしたためか、保護者の回答率が半数程度ということを考慮すると、否定的な意見を持つ方
はそもそも回答していないとも考えることができ、さらに謙虚に様々な改善に取り組んでいきたい。
・初任者が4学年に入る体制であったが、職員が一体となって育てる意識を持つことができた。R8年度も同様に互いに授業を
見合いながら切磋琢磨する集団となるように、仕組みを整えたり意識改革をしたりしていきたい。
・業務改善と並行してR8-9算数科研究推進校に手を挙げ、業務改善の結果を本来業務につなげていく意識改革にもなったと
感じる。経験年数の少ない職員が増えていく現場の実態として、仕組みとしての働き方改革を積み重ねながら、授業の改善を
目指すことで働き甲斐を体感してほしい。

・児童理解。児童指導に関する研修の充実
・教職員の不祥事防止に関する研修の充実
・業務改善と授業改善を一体化した取り組み

・新たに起きる様々な事例をもとに職員全員が参加する児童
指導委員会を毎月行った。
・業務改善により働き方に対する職員の意識改革を進めた。
・言語活動重視の算数科の授業について校内研究をした。

・多様化する児童や保護者の要望と共に、経験年数の少ない
教員が増加していることから、丁寧な対応や支援教育につい
て理解を進める。
・業務改善と授業改善を一体化した取り組みを進める。

・学校だより、HP、ミマモルメ等による情報発信
・地域と連携した学習活動
・学校運営協議会、学校評価の活用

・基本的に学年だよりを発行せず、学校だより裏面に学年の情
報等を掲載し、情報発信をしながらペーパーレス化の工夫を
行った。学校だよりについては紙配付とHP、ミマモルメにも発
信し、情報の周知に努めた。
・オープンスクールとして平日いつでも参観できる日を2日設け
たことは保護者から好評であった。

・引き続き情報発信のDX化を進めるとともに、情報周知の工
夫を重ねていく。
・PTA運営委員会や学校運営協議会の意見、職員の意見を
参考に、オープンスクールの日数を増やしながら、参観できる
時間を短くして職員の負担感を低減する。
・地域と連携した学習活動は継続して行う。

・避難訓練等による防犯・防災教育の取り組み
・通学路の安全点検、登下校指導による安全対策の強化
・PTA、町内会、自治会との連携

・年度の初めから様々な機会をとらえて、教職員の他、SGLや
用務員、交通安全指導員が交通安全指導を続けた。
・様々に想定を変えた避難訓練を行った。
・避難所運営会議を夜間に行い、マンホールトイレの設置訓
練を行った。

・引き続き交通安全指導を継続して行い、児童への注意喚起
を行っていく。
・Jアラート発報時の避難方法をマニュアルに明記する。
・避難所運営会議を利用し、地域との良好な関係を作る。

・人権教育週間の設定、道徳教育の充実
・自己肯定感、自尊感情の向上
・効果測定、かわさき共生＊共育プログラムの実施
・キャリア在り方生き方教育の推進
・支援教育Coを核とした組織的な支援体制の充実

・Coを中心に、職員会前に児童指導報告やいじめ防止対策
報告を行い、全職員が情報共有できるようにした。
・ケース会議を頻繁に行い、関係職員の協働で対応ができる
ようにした。
・不登校傾向児童に寄り添い、別室登校などのオプションを積
極的に使って対応した。

・夢21予算を使った子育て相談を継続しており、今後も多様化
していく保護者の悩みに寄り添う事業を大切にする。
・Coをハブとして、様々な外部機関や行政機関とも連携し、家
庭も含めた適切な支援の仕方を探っていく。
・新年度には児童指導関連の引継ぎを徹底し、担任だけでは
なく多くの教職員が関わって対応する意識を醸成していく。

・休み時間等を使った日常的な運動の推奨
・学級活動や体育科による健康や食に関する指導
・校庭開放による運動機会の拡大
・手洗い、換気の徹底による感染症の蔓延防止

・体育専科教員により統一的な指導を充実さぜた。
・休み時間等でスポーツ委員会が様々な企画を提案し、体を
動かす仕組みを通年で行うことができた。
・養護教諭や栄養職員が教室で健康や食の指導を行った。

・教職員からの呼びかけと共に昼の放送なども使って、児童が
外に出たくなるような仕組みを考えていく。
・養護教諭や栄養職員と学年が連携して計画的に健康や食
について児童が自ら考え、改善していくよう工夫する。

・言語活動を通した主体的・対話的で深い学びの実践
・基本的・基礎的な知識・技能の習得
・課題解決的な学習を通した思考力・判断力・表現力の育成
・体験活動の充実

・国語の校内研究の成果を今年度の算数科の研究へ応用し、
対話を重視した課題解決型の授業を模索した。授業中に目的
を持った対話が多数見られ、研究の積み重ねが生きていた。
・各学年付き教員を配置し、専科指導・少人数指導・TT指導
を行うことができた。

・研究をさらに深めるため算数科の研究推進校に応募し、2年
間で言語活動を通した主体的・対話的で深い学びを実践なが
らノウハウを蓄積し、授業改善の意識を高める。
・専科教員や非常勤教員の配置を工夫し、担任の負担軽減と
授業改善を一体的に行う。

・児童一人一人の活躍の場の確保
・児童が主体的に活動できる工夫

・各学年で実行委員制を取り入れ、責任をもって仕事をする場
面を作り、成功体験を重ねさせることができた。
・委員会活動やクラブ活動の発表の場を意図的に作り、児童
の主体的な取り組みを促した。

・各学年や委員会、クラブの活動を引き続き児童主体で行っ
ていくことに加え、運動会などの大きな行事でも早く準備を始
め、児童が意見を反映させ、主体的に関わることができるよう
に運営方法を改めてく。

学 校 教 育 目 標 今年度の重点目標

「風になろう　わになろう　かたひらの子」 　　　　〇学び続ける子　　　　〇考えて実行する子　　　〇やさしくたくましい子

評 価 項 目 具 体 的 な 取 組 成 果 と 課 題 具 体 的 な 改 善 策
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